（様式１）

中小企業・小規模事業者ワンストップ総合支援事業
（京都府よろず支援拠点）コーディネーター応募申請書
※本様式は、コーディネーター応募者自身が記入してください。
	応募者氏名
	(ふりがな)
	所属機関名又は事務所名

	
	
	

	
	
	役　職

	
	
	

	生 年 月 
日
	  年　　月　　日生（　 　歳）
	

	所属機関又は

事務所所在地
	（〒　　　-　　　　）


	
	

	電 話 番 号
	

	メールアドレス
	

	主な資格（学位を除く・支援業務に必要な保有資格のみを記載してください）
中小企業大学校研修等受講状況

	

	履歴事項

	（始　期）
	（終期・現職）
	（役職）

	年　　月
	年　　月
	

	年　　月
	年　　月
	

	年　　月
	年　　月
	

	年　　月
	年　　月
	

	年　　月
	年　　月
	


	＊履歴事項以外に中小企業・小規模企業支援に係わった役職等があれば追記してください。
（１）コーディネーターに応募しようと考えた動機について

（２）中小企業・小規模事業者支援能力を有していると考える理由（以下の①～⑨の項目ごとに記入）
①実施地域の経済・産業事情や中小企業・小規模事業者の課題、実施地域の支援体制・支援ニーズの状況を的確に把握し、強化すべき機能とそれを実現する提案が行われていること。
②中小企業・小規模事業者に対する支援にあたり、本事業への熱意、優れたコミュニケーション能力等を有していること。
③中小企業・小規模事業者の経営課題の抽出や課題克服策など経営支援に関する優れた知識・経験・実績または優れた能力・資質を有していること。
④中小企業・小規模事業者の支援を行うにあたり、事業計画策定等の具体的支援を実施する優れた経験・実績または優れた能力・資質を有していること。
⑤中小企業・小規模事業者の経営課題の克服を支援するため、適切に専門人材を活用する優れた経験・実績または優れた能力・資質を有していること。
⑥実施地域内外の支援機関等との良好な連携関係を構築するにあたり、優れた経験・ネットワークまたは優れた能力・資質を有していること。
⑦幅広い分野において優れた知見・支援ノウハウを有していること、または知見・支援ノウハウを構築し得る能力・資質を有していること。
⑧実施地域内外の支援機関の特徴、幅広い専門家、国や自治体の施策に関する優れた知見を有していること、またはそうした知識・知見を得る能力・資質を有していること。
⑨今までに中小企業・小規模事業者を支援した事例




※応募申請書等の書類についてコーディネーターの選考以外の目的には使用いたしません。
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